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民衆の声…ボイス 

　
横
浜
市
で
は
、
来
年
4
月
か
ら
、
小
児
科
医
が
　
時
間
3
6
5
日
常
駐
す

る
小
児
救
急
拠
点
病
院
で
、
深
夜
の
初
期
救
急
診
療
を
地
域
別
に
分
散
し
て

行
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
身
近
な
と
こ
ろ
で
、
深
夜
の
小
児
救
急
の
受
診
が

可
能
に
な
り
ま
す
。 

　
さ
ら
に
複
数
の
病
院
を
加
え

る
方
向
で
、
医
療
機
関
な
ど
と

調
整
を
進
め
て
お
り
ま
す
。 

【
指
定
小
児
救
急
拠
点
病
院
】 

①
市
立
市
民
病
院 

　
（
保
土
ヶ
谷
区
） 

②
市
立
み
な
と
赤
十
字
病
院 

　
（
中
区
） 

③
済
生
会
横
浜
市
南
部
病
院 

　
（
港
南
区
） 

④
横
浜
労
災
病
院 

　
（
港
北
区
） 

⑤
昭
和
大
学
横
浜
市
北
部
病
院 

　
（
都
筑
区
） 

⑥
国
立
横
浜
医
療
セ
ン
タ
ー 

　
（
戸
塚
区
） 

　
横
浜
市
で
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）

問
題
に
つ
い
て
、
相
談
窓
口
の
設
置
を
含

む
総
合
的
な
対
策
を
行
う
「
ア
ス
ベ
ス
ト

対
策
会
議
」
を
設
置
し
ま
し
た
。 

改
革
を
断
行
す
る
公
明
党
 

改
革
を
断
行
す
る
公
明
党
 

改
革
を
断
行
す
る
公
明
党
 

郵
政
民
営
化
法
が
成
立
！ 
郵
政
民
営
化
法
が
成
立
！ 
郵
政
民
営
化
法
が
成
立
！ 

　
衆
院
選
挙
で
「
郵
政
民
営
化
の
断
行
」
を
公
約
に
掲
げ
た
連
立
与
党
が
国
民

の
支
持
を
受
け
、
大
き
く
議
席
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
国
民
と
の
約

束
を
果
た
す
た
め
、
連
立
与
党
は
さ
っ
そ
く
特
別
国
会
に
郵
政
民
営
化
法
案
を

改
め
て
提
出
。
法
案
は
　
月
　
日
の
参
院
本
会
議
で
公
明
党
と
自
民
党
の
賛
成

多
数
で
可
決
さ
れ
、
郵
政
民
営
化
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
今
後
、
郵
政
公
社
は
2
0
0
7
年
　
月
に
4
つ
の
会
社
に
分
社
化
さ
れ
、
資

金
が
民
間
に
流
れ
る
こ
と
で
経
済
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
現
在

の
郵
便
局
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
維
持
さ
れ
ま
す
。 

　
今
後
と
も
、
国
民
の
声
に
応
え
、
財
政
改
革
を
加
速
さ
せ
て
い
き
ま
す
。 

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
の
 

 
 
相
談
窓
口
を
設
置
 

小
児
科
の
初
期
救
急
診
療
の
 

　
　
　
　
　
　
　
 
拠
点
を
増
設
 

市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
公
明
党
 

市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
公
明
党
 

市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
公
明
党
 

ー
横
浜
市
会
公
明
党
の
実
績
ー
 

参院本会議で連立与党の賛成多数で郵政民営化法が成立 

衆
議
院
議
員 

　
上
田 

い
さ
む 

　
　
　
　
　  

（
神
奈
川
6
区
選
出
） 

国
民
の
声
に
応
え
、
さ
ら
に
 

　
改
革
を
加
速
さ
せ
て
い
き
ま
す
 

建設業労働災害防止協会の「建築物の解体等工事における石綿粉じんへのばく露防止マニュアル」より引用 

● 相談窓口のお問い合せは ● 

横浜市コールセンター《TEL664-2525》 
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10

24

14

市会議員 

高橋まさはる 
子育ての安心と 
  シルバー世代の 
　充実を目指します 

 


